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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の同期エンドポイントを含む同期コミュニティにおいて、前記複数の同期エンドポ
イントのうちの任意の２つの同期エンドポイントで共有しているデータを同期させる方法
であって、
　第１の同期エンドポイントで、第２の同期エンドポイントの知識情報を受け取るステッ
プであって、前記第２の同期エンドポイントの前記知識情報は、前記第２の同期エンドポ
イントが格納しているデータに対する変更の識別子である、ステップと、
　前記第２の同期エンドポイントからの前記第２の同期エンドポイントの前記知識情報を
、前記第１の同期エンドポイントの知識情報と比較するステップであって、前記第１の同
期エンドポイントの前記知識情報は、前記第１の同期エンドポイントが格納しているデー
タに対する変更の識別子である、ステップと、
　前記第１の同期エンドポイントで、前記第２の同期エンドポイントからの前記知識情報
と前記第１の同期エンドポイントの前記知識情報との比較に基づいて、前記第１の同期エ
ンドポイントが格納しており前記第２の同期エンドポイントが格納していないデータに対
する変更の情報を取り出すステップであって、前記変更の情報は、第３の同期エンドポイ
ントと、前記複数の同期エンドポイントのうちの前記第３の同期エンドポイント以外の同
期エンドポイントとの間で同期中に競合を解決することができないために前記第３の同期
エンドポイントおよび前記第３の同期エンドポイント以外の前記同期エンドポイントにお
いて解決を遅延することにより知識の一部として格納された競合する同期データである、
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ステップと、
　前記第１の同期エンドポイントから前記第２の同期エンドポイントに、前記取り出され
た変更の情報を送るステップと、
　前記第１の同期エンドポイントから、前記第２のエンドポイントに前記第１の同期エン
ドポイントの前記知識情報を送るステップと、
　前記第２の同期エンドポイントで取り出された、前記第２の同期エンドポイントが格納
しており前記第１の同期エンドポイントが格納していない同期コミュニティ内のデータに
対する変更の情報を前記第２の同期エンドポイントから受け取るステップと、
　前記第１の同期エンドポイントにおいて、前記第２の同期エンドポイントで取り出され
た、前記第２の同期エンドポイントが格納しており、前記第１の同期エンドポイントが格
納していない同期コミュニティ内のデータに対する前記変更の情報を、前記第１の同期エ
ンドポイントの前記知識情報に反映して、前記第１の同期エンドポイントの前記知識情報
を更新するステップと
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記第２の同期エンドポイントで取り出された、前記第２の同期エンドポイントが格納
しており前記第１の同期エンドポイントが格納していない同期コミュニティ内のデータに
対する変更の情報は、前記格納された競合する同期データに対するデータ項目と同一のデ
ータ項目に対して行われた変更を含み、
　前記第１の同期エンドポイントにおいて、前記第２の同期エンドポイントで取り出され
た、前記第２の同期エンドポイントが格納しており前記第１の同期エンドポイントが格納
していない同期コミュニティ内のデータに対する前記変更の情報を、前記第１の同期エン
ドポイントの前記知識情報に反映して、前記第１の同期エンドポイントの前記知識情報を
更新するステップは、前記第１のエンドポイントが、前記格納された競合する同期データ
に対するデータ項目に対して行われた変更の情報を受け取ることにより、前記第１のエン
ドポイントにより、前記格納された競合する同期データの競合する変更を解決するステッ
プであって、前記格納された競合する同期データに対するデータ項目に対して行われた変
更は、第２のエンドポイントにおいて前記競合する変更を更新したものである、ステップ
をさらに含むこと
を特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第２の同期エンドポイントからの前記知識情報は、知識ベクトルを含むことを特徴
とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記格納された競合する同期データは、前記第１の同期エンドポイントと第３の同期エ
ンドポイントとの同期中に格納されたことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記格納された競合する同期データは、第３の同期エンドポイントと第４の同期エンド
ポイントとの間の同期中に格納されたことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　少なくとも１つのプロセッサーに対する命令が記録されたコンピューター読み取り可能
な記録媒体であって、
　第１の同期要求を第１の同期エンドポイントから第２の同期エンドポイントに送る命令
であって、前記第１の同期要求は、前記第１の同期エンドポイントが格納している、複数
の同期エンドポイントを含む同期コミュニティ内での、データに対する変更を表す知識情
報を含む、命令と、
　前記第１の同期要求を送ることに応答して、前記第２の同期エンドポイントから、第２
の同期エンドポイントが格納しており前記第１の同期エンドポイントが格納していない同
期コミュニティ内のデータに対する変更の情報を、前記第１の同期エンドポイントで受け
取る命令と、
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　受け取った前記変更の情報の少なくとも部分的に基づいて、前記第１の同期エンドポイ
ントと前記第２の同期エンドポイントとの間で競合する同期データの存在を判定する命令
と、
　同期コミュニティ内の第３の同期エンドポイントに伝播させるために、前記判定した競
合するデータ同期を知識の一部として格納する命令と、
　前記第１の同期エンドポイントで、前記複数の同期エンドポイントのうちの同期エンド
ポイントから第２の同期要求を受け取る命令と、
　前記第２の同期要求を受け取ることに応答して、前記第１の同期エンドポイントと前記
第２の同期エンドポイントとの間で競合する前記同期データを含む変更の情報を、前記第
１の同期エンドポイントから前記複数の同期エンドポイントのうち前記第１の同期エンド
ポイント以外の他の前記同期エンドポイントに送る命令とを含み、
　前記コンピューター読み取り可能な記録媒体は、処理装置のためのメモリーであるか、
又は処理装置が使用する記憶装置に含まれる記録媒体である
ことを特徴とするコンピューター読み取り可能な記録媒体。
【請求項７】
　前記複数の同期エンドポイントのうち前記第１の同期エンドポイント以外の他の前記同
期エンドポイントは、前記第２の同期エンドポイント以外の同期エンドポイントであるこ
とを特徴とする請求項６に記載のコンピューター読み取り可能な記録媒体。
【請求項８】
　前記第２の同期要求は、前記複数の同期エンドポイントのうち前記第１の同期エンドポ
イント以外の他の前記同期エンドポイントが前記同期コミュニティ内で格納している同期
データに対する変更を表す知識情報を含むことを特徴とする請求項６に記載のコンピュー
ター読み取り可能な記録媒体。
【請求項９】
　前記第１の同期エンドポイントと前記第２の同期エンドポイントとの間で競合する前記
同期データを含む前記変更の情報は、少なくとも２つの変更ＩＤおよび対応する変更デー
タを含む競合する変更の情報を含むことを特徴とする請求項６に記載のコンピューター読
み取り可能な記録媒体。
【請求項１０】
　前記第１の同期要求内に含まれる前記知識情報は知識ベクトルを含むことを特徴とする
請求項６に記載のコンピューター読み取り可能な記録媒体。
【請求項１１】
　前記変更の情報は、少なくとも１つの変更ＩＤおよび対応する変更データを含み、
　前記第１の同期エンドポイントと前記第２の同期エンドポイントとの間で競合する同期
データの存在を判定する命令は、
　前記第２の同期エンドポイントからの前記変更の情報がデータ項目に対する第１の変更
を含み、前記第１の同期エンドポイントが前記データ項目に対する第２の変更を格納して
おり、前記第２の同期エンドポイントからの前記変更の情報に含まれる、前記データ項目
に対する前記第１の変更が行われた時点での前記第２のエンドポイントの知識が、前記第
２の同期エンドポイントが前記データ項目に対する前記第２の変更を格納していなかった
ことを示し、及び前記第１の同期エンドポイントの前記データ項目に対する前記第２の変
更が行われた時点での前記第１のエンドポイントの知識が、前記第１の同期エンドポイン
トが前記データ項目に対する前記第１の変更を格納していなかったことを示すとき、前記
第１の同期エンドポイントと前記第２の同期エンドポイントとの間に競合する同期データ
が存在すると判定する命令と
をさらに含むことを特徴とする請求項６に記載のコンピューター読み取り可能な記録媒体
。
【請求項１２】
　前記変更の情報は、少なくとも１つの変更ＩＤおよび対応する変更データを含み、
　前記少なくとも１つの変更ＩＤのそれぞれは、バージョンと、前記同期コミュニティ内
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の特定の同期エンドポイントに関連付けられる同期エンドポイントＩＤとを含む
ことを特徴とする請求項６に記載のコンピューター読み取り可能な記録媒体。
【請求項１３】
　前記第２の同期エンドポイントからの前記変更の情報に対応する情報を含む例外リスト
を格納する命令をさらに含むことを特徴とする請求項６に記載のコンピューター読み取り
可能な記録媒体。
【請求項１４】
　前記第２の同期エンドポイントから受け取った前記変更の情報に基づいて、前記第１の
同期エンドポイントの前記知識情報を更新する命令をさらに含むことを特徴とする請求項
６に記載のコンピューター読み取り可能な記録媒体。
【請求項１５】
　複数の同期エンドポイントを含む同期コミュニティ内の第１の同期エンドポイントを実
装する処理装置であって、
　少なくとも１つのプロセッサーと、
　通信インターフェースと、
　前記少なくとも１つのプロセッサーに対する命令を含むメモリーであって、前記少なく
とも１つのプロセッサーと、前記通信インターフェースを介して接続されるメモリーと
を備え、前記少なくとも１つのプロセッサーに対する前記命令は、
　前記第１の同期エンドポイントが格納している前記同期コミュニティ内のデータに対す
る変更を表す前記第１の同期エンドポイントの知識情報を維持する命令と、
　前記第１の同期エンドポイントの前記知識情報を、前記第１の同期エンドポイントが受
け取った第２の同期エンドポイントの知識情報と比較する命令と、
　前記第１の同期エンドポイントの前記知識情報と、前記第１の同期エンドポイントが受
け取った前記第２の同期エンドポイントの知識情報との比較に基づいて、競合する同期デ
ータの存在を判定する命令と、
　第３の同期エンドポイントに伝播させるために、前記判定した同期データ競合の知識を
格納する命令と
を含むことを特徴とする処理装置。
【請求項１６】
　前記第１の同期エンドポイントの前記知識情報は第１知識ベクトルを含み、前記第２の
同期エンドポイントの前記知識情報は第２知識ベクトルを含むことを特徴とする請求項１
５に記載の処理装置。
【請求項１７】
　前記第１の同期エンドポイントの前記知識情報および前記第２の同期エンドポイントの
前記知識情報は、前記第１及び第２の同期エンドポイントがそれぞれ格納している前記同
期コミュニティのデータ変更の情報と、前記同期データの変更がそれぞれ行われた時点で
の前記第１および第２のエンドポイントの知識情報とを含むことを特徴とする請求項１５
に記載の処理装置。
【請求項１８】
　前記第１の同期エンドポイントの前記知識情報および前記第２の同期エンドポイントの
前記知識情報は、前記第１及び第２の同期エンドポイントがそれぞれ格納している前記同
期コミュニティのデータ変更の情報と、前記同期データの変更がそれぞれ行われた時点で
の前記第１および第２のエンドポイントの知識情報とを含み、前記メモリーは、
　前記第２の同期エンドポイントからの前記同期データ変更の情報がデータ項目に対する
第１の変更を含み、前記第１の同期エンドポイントが前記データ項目に対する第２の変更
を格納しており、前記第２の同期エンドポイントからの前記同期データ変更情報に含まれ
る、前記データ項目に対する前記第１の変更が行われた時点での前記第２のエンドポイン
トの知識が、前記第２の同期エンドポイントが前記データ項目に対する前記第２の変更を
格納していなかったことを示し、及び前記第１の同期エンドポイントの前記データ項目に
対する前記第２の変更が行われた時点での前記第１のエンドポイントの知識が、前記第１
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の同期エンドポイントが前記データ項目に対する前記第２の変更を格納していなかったこ
とを示すとき、競合する同期データが前記第１の同期エンドポイントと前記第２の同期エ
ンドポイントとの間に存在すると判定する命令をさらに含むことを特徴とする請求項１５
に記載の処理装置。
【請求項１９】
　前記メモリーは、
　前記第１の同期エンドポイントの前記知識情報と前記第３の同期エンドポイントの知識
情報との比較に基づいて、前記第１の同期エンドポイントが格納しており前記第３の同期
エンドポイントが格納していない同期コミュニティ内のデータに対する変更の情報を取り
出す命令であって、前記変更の情報は、同期データ競合を示す情報を含む命令をさらに含
むことを特徴とする請求項１５に記載の処理装置。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　同期エンドポイントを処理装置上に実装することができ、同期エンドポイントは、限定
はしないが、コンピューター、ノートブックコンピューター、携帯情報端末、携帯電話ま
たは他のワイヤレス装置、１つまたは複数のファイルを有する記憶装置上のフォルダ、メ
モリー内のメモリー位置のグループ、サーバーコンピューター、オンラインサービス、デ
ータを電子的に格納することができ、またはデータを電子的に取り出すことのできる任意
の他の装置またはコンテナー、あるいはそれらの任意の組合せを含むことのできる様々な
データストアまたは装置を表すことができる。同期コミュニティは、互いに同期すること
のできる同期エンドポイントのグループでよい。２方向マルチマスタ同期トポロジでは、
１対の同期エンドポイントの第１の同期エンドポイントがその１対の同期エンドポイント
の第２の同期エンドポイントとの同期を要求することができ、第２の同期エンドポイント
が第１の同期エンドポイントとの同期を要求することのできる方式で、同期エンドポイン
トの対が互いにデータを同期することができる。２方向マルチマスタ同期トポロジでは、
異なるエンドポイントで特定のデータ項目に対して同時またはほぼ同時の修正が行われる
ことがあり、それによって、エンドポイントが同期を試みるときに競合が生じることがあ
る。
【０００２】
　既存の同期応用例は、競合を解決するいくつかの技法を使用する。ある同期応用例は、
同期時にユーザーインターフェース（ＵＩ）を表示し、ユーザーに競合解決を選択するこ
とを要求することによって競合を解決する。この手法の欠点は、ユーザーがＵＩに応答す
ることができるように、または同期プロセスが完了しない危険に応じることができるよう
に、ユーザーが同期プロセス中に立ち会うことを強いられることである。別の同期応用例
は、競合解決を延期し、ユーザーが後でＵＩを介して競合解決を解決することを可能にす
る。ある状況では、競合を解決する機構を有さないエンドポイント上で競合が検出される
ことがあるので、延期された競合解決が決して解決されないことがある。別の同期応用例
は、自動競合解決ポリシーを実装することができる。例えば、同期応用例は、書込み時間
が後である改訂を競合の勝者として常に選ぶことによって競合を解決することができる。
そのような同期応用例では、破棄された改訂を取消し操作のために保存することができ、
取消し操作は、実行されたときに、破棄された改訂を競合の勝者と宣言させることができ
、それに応じてデータを改訂することができる。しかし、そのような同期応用例の欠点は
、取消し操作が、項目に対して実行された１つまたは複数のアクションをアンワインドす
るのではなく、項目に対する新しい改訂として作用することである。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　この「発明の概要」は、以下の「発明を実施するための形態」でさらに説明される、単
純化した形の１組の概念を紹介するために与えられるものである。この「発明の概要」は
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、特許請求される主題の主要な特徴または不可欠な特徴を識別することを意図するもので
はなく、特許請求される主題の範囲を限定するために使用されることを意図するものでも
ない。
【０００４】
　本開示の主題に適合する実施形態では、同期エンドポイントが一貫した最新データを含
むことができるように、同期コミュニティ内の同期エンドポイントが互いに同期すること
ができる。しかし、２つの同期エンドポイントが、それぞれの各同期エンドポイントが他
方の各同期エンドポイントによって行われている変更を認識していないときに、同一のデ
ータ項目を変更することが可能である。そのような変更が同一のデータ項目に対して行わ
れるとき、同期データ競合が存在する可能性がある。同期データ競合の解決を遅延するこ
とができ、他の同期エンドポイントと同期するときに、同期データ競合の知識を他の同期
エンドポイントに伝播させることができる。
【０００５】
　上記で列挙した利点および特徴、ならびにその他の利点および特徴を得る方法を説明す
るために、より具体的な説明が以下で説明され、添付の図面に示される本発明の特定の実
施形態を参照することによって表現される。これらの図面は典型的な実施形態だけを示し
ており、したがって本発明の範囲を限定するものとみなすべきでないことを理解した上で
、添付の図面を使用することにより、実装をさらに具体的かつ詳細に説明し、明らかにす
る。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】同期エンドポイントを実装することのできる処理装置の機能ブロック図である。
【図２】同期エンドポイントの同期コミュニティに関する例示的動作環境を示す図である
。
【図３】同期コミュニティの例示的トポロジを示す図である。
【図４】本開示の主題に適合する実施形態における、同期エンドポイントで変更をどのよ
うに管理することができるかについての例示的時間図である。
【図５】本開示の主題に適合する実施形態における、知識を使用して、同期中に変更を列
挙することについての例示的時間図である。
【図６Ａ】同期データ競合を検出する例示的実施形態を示す図である。
【図６Ｂ】同期データ競合を検出する例示的実施形態を示す図である。
【図６Ｃ】同期データ競合を検出する例示的実施形態を示す図である。
【図７】同期操作中の変更ＩＤおよび知識追跡の例示的実施形態を示す図である。
【図８】本開示の主題に適合する例示的実施形態における、例外リストを使用する同期を
示す図である。
【図９】図８に示されるような同期に続いて知識を更新する例示的方法を示す図である。
【図１０】本開示の主題に適合する例示的実施形態における、例外リストを使用する同期
を示す図である。
【図１１】図１０に示されるような同期に続いて知識を更新する例示的方法を示す図であ
る。
【図１２】本開示の主題に適合する例示的実施形態における、例外リストを使用する同期
を示す図である。
【図１３】図１２に示されるような同期に続いて知識を更新する例示的方法を示す図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　実施形態が以下で詳細に論じられる。特定の実装が論じられるが、これは例示のために
行われるにすぎないことを理解されたい。本開示の主題の精神および範囲から逸脱するこ
となく、他の構成要素および構成を使用できることを当業者は理解されよう。
【０００８】
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　例示的動作環境
　本開示の主題に適合する実施形態は、同期コミュニティの同期エンドポイント間のデー
タの同期に関する。同期エンドポイントを処理装置上に実装することができ、同期エンド
ポイントは、限定はしないが、コンピューター、ノートブックコンピューター、携帯情報
端末、携帯電話または他のワイヤレス装置、１つまたは複数のファイルを有する記憶装置
上のフォルダ、メモリー内のメモリー位置のグループ、サーバーコンピューター、オンラ
インサービス、データを電子的に格納することができ、またはデータを電子的に取り出す
ことのできる任意の他の装置またはコンテナー、あるいはそれらの任意の組合せを含むこ
とのできる様々なデータストアまたは装置を表すことができる。ある実施形態では、同期
エンドポイントを実装する装置は、複数の同期エンドポイントを含むことができる。２つ
の同期エンドポイント間で行われる同期操作の一例は、限定はしないが、２つの処理装置
、１の記憶装置上または２つの異なる記憶装置上の２つのフォルダ、１のメモリー内また
は２つの異なるメモリー内の２つのグループのメモリー位置の同期を含むことができる。
【０００９】
　図１は、同期コミュニティ内の１つまたは複数の同期エンドポイントを実装するのに使
用することのできる処理装置１００の機能ブロック図である。処理装置１００は、バス１
１０、プロセッサー１２０、メモリー１３０、読取り専用メモリー（ＲＯＭ）１４０、記
憶装置１５０、入力装置１６０、出力装置１７０、および通信インターフェース１８０を
含むことができる。バス１１０は、処理装置１００の構成要素間の通信を可能にする通信
インターフェースでよい。
【００１０】
　プロセッサー１２０は、命令を解釈および実行する少なくとも１つの従来型プロセッサ
ーまたはマイクロプロセッサーを含むことができる。メモリー１３０は、情報と、プロセ
ッサー１２０で実行される命令とを格納するランダムアクセスメモリー（ＲＡＭ）または
別のタイプの動的記憶装置でよい。メモリー１３０はまた、プロセッサー１２０による命
令の実行中に使用される一時的変数または他の中間情報をも格納することができる。ＲＯ
Ｍ１４０は、プロセッサー１２０のための静的情報および命令を格納する従来型ＲＯＭ装
置または別のタイプの静的記憶装置を含むことができる。記憶装置１５０は、データおよ
び／または命令を格納する任意のタイプの有形媒体を含むことができる。ある実施形態で
は、記憶装置１５０は１つまたは複数のフォルダを含むことができ、そのそれぞれは１つ
または複数のファイルを含むことができる。
【００１１】
　入力装置１６０は、例えばキーボード、マウス、または他の入力装置などの、ユーザー
が処理装置１００に情報を入力することを可能にする１つまたは複数の従来型機構を含む
ことができる。出力装置１７０は、ディスプレイ、プリンター、または他の出力装置を含
む、ユーザーに情報を出力する１つまたは複数の従来型機構を含むことができる。通信イ
ンターフェース１８０は、処理装置１００が他の装置またはネットワークと通信すること
を可能にする任意のトランシーバー的機構を含むことができる。
【００１２】
　処理装置１００は、プロセッサー１２０が例えばメモリー１３０または他の有形媒体な
どの機械可読媒体に含まれる命令のシーケンスを実行することに応答して、そのような機
能を実行することができる。そのような命令を記憶装置１５０などの別の有形機械可読媒
体からメモリー１３０に読み込むことができ、または通信インターフェース１８０を介し
て別々の装置からメモリー１３０に読み込むことができる。
【００１３】
　図２は、同期エンドポイントの同期コミュニティのための例示的動作環境２００を示す
。例示的動作環境２００は、ネットワーク２０２、同期エンドポイント２０４、および同
期エンドポイント２０６を含むことができる。
【００１４】
　ネットワーク２０２は、ワイヤードネットワークまたはワイヤレスネットワークでよく
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、ワイヤード手段またはワイヤレス手段を介して接続されたいくつかの装置を含むことが
できる。ネットワーク２０２は、唯一のネットワークまたはいくつかの異なるネットワー
クを含むことができ、いくつかの異なるネットワークの一部は、異なるタイプのネットワ
ークでよい。
【００１５】
　この例示的実施形態では、例えば処理装置１００などの２つの異なる処理装置上に同期
エンドポイント２０４および同期エンドポイント２０６を実装することができる。例示的
実施形態２００では、同期エンドポイント２０４と同期エンドポイント２０６は、ネット
ワーク２０２を介して互いに通信することができる。
【００１６】
　動作環境２００は例示的なものである。本開示の主題に適合する他の実施形態を他の動
作環境で実装することができる。例えば同期エンドポイントを単一の装置に含めることの
できる動作環境などのある動作環境では、例えばネットワーク２０２が含まれないことが
ある。
【００１７】
　同期
　本開示の主題に適合する実施形態では、同期エンドポイントは互いに同期することがで
き、それによって同期エンドポイントは、一貫した最新データを含むことができる。一方
の同期エンドポイントが特定のデータ項目に対する変更を含み、他方の同期エンドポイン
トがその特定のデータ項目に対する別の変更を含み、どちらの同期エンドポイントも、そ
れぞれの他方の同期エンドポイントによってその特定のデータ項目に対して行われた変更
を認識していないとき、同期エンドポイントの同期中に競合が生じることがある。例えば
、同期エンドポイント１がアドレス帳データベース内のＪｏｈｎ　Ｓｍｉｔｈの電話番号
を更新することがあり、同期エンドポイント２がアドレス帳データベース内のＪｏｈｎ　
Ｓｍｉｔｈの電話番号を削除することがある。同期エンドポイントの両方が、それぞれの
他方の同期エンドポイントによって行われた変更の知識なしに前述の変更を行った場合、
同期エンドポイント１と同期エンドポイント２が互いに同期するときに競合が生じること
がある。本開示の主題に適合する様々な実施形態では、同期エンドポイントが競合を解決
することができないとき、競合解決を遅延することができ、同期操作中に競合の知識を他
の同期エンドポイントに伝播させることができる。
【００１８】
　同期は通常、同期コミュニティを形成する参加同期エンドポイントのグループ間で行わ
れる。同期コミュニティの全体的なメンバーシップは、所与の時間に所与の同期エンドポ
イントにとって既知ではないことがある。さらに、同期コミュニティのトポロジは、任意
の所与の時間に任意の所与の同期エンドポイントにとって既知ではないことがある。一実
施形態では、同期コミュニティ内の各同期エンドポイントは、例えばグローバル一意識別
子（ＧＵＩＤ）、または同期コミュニティ内で一意となることができる他のＩＤなどのＩ
Ｄを有することができる。
【００１９】
　各同期エンドポイントは、同期エンドポイント間の効率的で改良された同期を容易にす
る「知識」を維持することができる。一実施形態では、知識は、所与の同期エンドポイン
トにとって既知である変更を表現するメタデータでよい。知識を変更ＩＤのベクトルとし
て表現することができ、その場合、各変更ＩＤは、同期エンドポイントＩＤおよび最大バ
ージョンを表すことができる（同期エンドポイントＩＤ、最大バージョン）。特定の知識
ベクトル中のいくつかの変更ＩＤは、同期エンドポイントが同期コミュニティに追加され
、または同期コミュニティから除去されるときに変化することがある。知識ベクトルを異
なるように表現することもできるが、特定の同期エンドポイントが認識している変更を簡
潔に表現することが有利である。特定の知識は、同期コミュニティ内の各同期エンドポイ
ントについての変更ＩＤを具体的に含むことがあり、または含まないことがある。他の同
期エンドポイントが何を既に認識しているかを同期エンドポイントが追跡することを軽減
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することができる。この情報は事実上、同期エンドポイントの知識によって表現されるか
らである。
【００２０】
　同期コミュニティ内の同期エンドポイントは、それ自身の知識を、共に同期する同期エ
ンドポイントに提供することによって同期することができる。同期する同期エンドポイン
ト間で送られる可能性のある知識を表すデータの量を削減するために、前述のように知識
を知識ベクトルとして表現することができる。したがって、同期エンドポイント間で送ら
れる知識は、あらゆる変更ＩＤを含む必要はなく、いくつかの変更ＩＤを表すベクトルの
形でよい。例えば、同期エンドポイントが同期エンドポイントＡによって行われた第１の
変更から第１０変更までのすべての変更と、Ｂと符号が付けられた同期エンドポイントに
よって行われた第１の変更から第５変更までのすべての変更を認識している場合、同期エ
ンドポイントは、同期エンドポイントが変更ＩＤ　Ａ１からＡ１０に対応するすべての変
更と、変更ＩＤ　Ｂ１からＢ５に対応するすべての変更とを認識していることを示す知識
ベクトルＡ１０Ｂ５を送ることができる。知識を知識ベクトルとして表現することができ
るが、別の実施形態は、知識の別の表現も企図する。例えば、ある実施形態は、（１）知
識の表現に変更を加えることができ、（２）変更が知識の表現内に含まれるかどうかをチ
ェックすることができ、（３）知識の２つの表現を共にマージすることのできる知識の任
意の表現を使用して、知識を表現することができる。
【００２１】
　図３は、図示されるトポロジを有する同期コミュニティ３００の一例を示す。同期コミ
ュニティ３００は、いくつかの同期エンドポイントを含み、本開示の主題に適合する実施
形態を実装する環境の一例である。同期コミュニティ３００内の同期エンドポイントを、
例えば処理装置１００などの装置上に実装することができ、同期コミュニティ３００内の
同期エンドポイントは、限定はしないが、コンピューター、ノートブックコンピューター
、携帯情報端末、携帯電話または他のワイヤレス装置、１つまたは複数のファイルを有す
る記憶装置上のフォルダ、メモリー内のメモリー位置のグループ、サーバーコンピュータ
ー、オンラインサービス、データを電子的に格納することができ、またはデータを電子的
に取り出すことのできる任意の他の装置またはコンテナー、あるいはそれらの任意の組合
せを含むことのできる様々なデータストアまたは装置を表すことができる。
【００２２】
　図３は、例示的同期コミュニティ３００を示す。図３では、通信リンク３０６を介して
同期エンドポイントＡ　３０２を同期エンドポイントＢ　３０４に電子的に結合すること
ができる。同期エンドポイントＡ　３０２は、通信リンク３０８を介して同期エンドポイ
ントＣ　３１０に接続することができる。同期エンドポイントＣ　３１０は、通信リンク
３１２を介して同期エンドポイントＢ　３０４に接続することができる。同期エンドポイ
ントＣ　３１０は、通信リンク３１６を介して同期エンドポイントＤ　３１４にさらに接
続することができる。同期コミュニティ３００では、同期エンドポイントのすべてが通信
リンクを介して直接的に接続されるわけではないが、任意の同期エンドポイントの変更を
、同期コミュニティ３００内の他の任意の同期エンドポイントと同期することができる。
【００２３】
　例えば、同期エンドポイントＡ　３０２を同期エンドポイントＤ　３１４と同期するた
めに、同期エンドポイントＡ　３０２とＣ　３０２とを通信リンク３０８を介して同期す
ることができる。したがって、同期エンドポイントＣ　３１０は、同期エンドポイントＡ
　３０２に対して行われた変更を含むことができる。次いで、同期エンドポイントＣ　３
１０とＤ　３１４とを通信リンク３１６を介して同期することができ、したがって同期エ
ンドポイントＤ　３１４は、同期エンドポイントＡ　３０２からの変更を含むことができ
る。このようにして、同期エンドポイントＡ　３０２は、どんな種類の直接的リンクも用
いずに同期エンドポイントＤ　１１４と同期することができる。実際、同期エンドポイン
トＡ３０２およびＤ３１４は、同期コミュニティ３００内の互いの存在さえも認識しない
ことがある。図示される通信リンクは、ワイヤードリンクおよび／またはワイヤレスリン
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クでよい。
【００２４】
　次に図４を参照すると、本開示の主題に適合する一実施形態は、同期エンドポイントで
変更をどのように管理することができるかを示す。図４は、同期エンドポイントＡ　４０
０の時間的進行を示す。同期エンドポイントＡ　４００は、この場合はＫAと符号が付け
られた知識４０２と、この場合はΔAと符号が付けられた変更４０４とを含むことができ
る。変更４０４の各変更は、項目の現データ内容でよい。変更は、項目自体は変更されな
かった場合であっても、同期エンドポイントに追加された新しい項目、項目の削除などで
よい。変更４０４のそれぞれをバージョンと関連付けることができ、一実施形態では、バ
ージョンは変更ＩＤでよい。（１）の時点で、同期エンドポイントＡ　４００は定常状態
にある。（２）の時点で、ユーザーは、Ｘと符号が付けられた変更を同期エンドポイント
Ａ　４００に入力する。図４は、変更Ｘが変更４０４のメンバとして追加されていること
を示す。（３）の時点で、変更ＩＤ　ＣｈａｎｇｅＩＤ（Ｘ）を含むように知識４０２を
更新することができ、変更ＩＤ　ＣｈａｎｇｅＩＤ（Ｘ）は、変更Ｘに関連付けられ、変
更４０４に対する変更Ｘの追加を識別することができる。この実施形態は、同期エンドポ
イントに対する変更を特定の変更ＩＤと関連付けることのできる１つの方式を示す。知識
４０４は知識ベクトルでよく、同期エンドポイントＡ　４００が認識している変更を表す
ことができる。一実施形態では、項目またはオブジェクトについてのバージョンまたは変
更ＩＤをデータベース内に維持することができ、バージョンを使用して、同期する必要の
あるものを識別することができる。あるいは、変更のログを維持することもできる。
【００２５】
　図５は、知識を使用して、同期中に変更を列挙することを示す。図５は、２つの同期エ
ンドポイント、すなわち同期エンドポイントＡ　５０２および同期エンドポイントＢ　５
０４を示す。同期エンドポイントＡ　５０２は、この例ではΔAと符号が付けられた１組
の変更５０６を含むことができる。同期エンドポイントＡ　５０２は、この例ではＫAと
符号が付けられた知識５０８をさらに含むことができる。知識５０８は、上述のような変
更ＩＤのリストを含むことができる。同様に、同期エンドポイントＢ　５０４は１組の変
更５１０を含むことができ、変更のそれぞれを、変更ＩＤであるバージョンと関連付ける
ことができる。同期を開始するために、（１）の時点で、同期エンドポイントＡ　５０２
は、知識５０８を含む同期要求を同期エンドポイントＢ　５０４に送ることができる。同
期エンドポイントＢ　５０４は、知識５０８を１組の変更５１０の各変更に関連するバー
ジョンと比較することにより、同期エンドポイントＢの変更５１０のうちのどれを同期エ
ンドポイントＡ　５０２が既にその変更５０６内に有しているかと、同期エンドポイント
Ａ　５０２が認識している変更とに関して判定を行うことができる。あるいは、同期エン
ドポイントＢ　５０４は、知識５０８を各項目のバージョンと比較することもできる。し
たがって、同期エンドポイントＢ　５０４は、変更５１４で示されるように、（２）の時
点で、同期エンドポイントＡ　５０２の知識５０８に含まれないバージョンに関連する同
期エンドポイントＢの変更５１０の部分のみを列挙して、同期エンドポイントＡ　５０２
に送ることができる。例えば、同期エンドポイントＡ　５０２の知識ベクトルがＡ３Ｂ１
２であり、かつ同期エンドポイントＢ　５０４が変更ＩＤ　Ｂ１３およびＢ１４であるバ
ージョンに関連する最新の変更を有する場合、同期エンドポイントＡ　５０２に送られる
変更は、変更ＩＤ　Ｂ１３およびＢ１４に関連する変更を含むことになる。一実施形態で
は、Ｂ１３およびＢ１４が同じ項目に対して行われた場合、Ｂ１４のみを送ることができ
る。
【００２６】
　さらに、同期エンドポイントＢ　５０４は、同期エンドポイントＢの知識５１２も同期
エンドポイントＡ　５０２に送ることができる。同期エンドポイントＢ　５０４は、同期
エンドポイントＡ　５０２内にまだない、同期エンドポイントＢ　５０４で利用可能な変
更５１０のすべてを同期エンドポイントＡ　５０２に送ったので、そのとき同期エンドポ
イントＡ　５０２は、こうした変更５１０が同期エンドポイントＢ　５０４によって送ら
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れた変更で置換されたのでない限り、元々は同期エンドポイントＢ　５０４内にあった変
更５１０に加えて、元々は同期エンドポイントＡ　５０２内にあった変更５０６のすべて
を有する。同期エンドポイントＡ　５０２は、同期エンドポイントＢ　５０４が認識した
変更のすべてについての情報をさらに有する。したがって、同期エンドポイントＡ５０２
は、その知識５０８を更新して、変更５１０の追加を反映することができる。このことは
単に、図５の（３）の時点で示されるように、同期エンドポイントＡの知識５０８を同期
エンドポイントＢの知識５１２に追加し、その値を同期エンドポイントＡの知識５０８と
定義することによって行われる。
【００２７】
　したがって、必要な変更のみを同期することができ、個々の同期エンドポイントが、特
定の同期エンドポイント内にある変更と、認識している以前の変更とに関する情報を維持
する必要があるだけである、効率的な同期を実施することができる。この例は、同期エン
ドポイントＢ　５０４上の変更のすべての、同期エンドポイントＡ　５０２に対する完全
な同期を示すが、変更の各部分のみが同期されるケースも存在することができる。したが
って、同期される変更に対応する変更ＩＤのみを、更新を受け取る同期エンドポイントの
知識に追加することができる。
【００２８】
　変更を列挙することに加えて、同期エンドポイントの知識も競合検出で使用することが
できる。次に図６Ａおよび６Ｂを参照すると、本発明の一実施形態が、競合検出をどのよ
うに実施することができるかを示す。図６Ａは、通信および同期のための通信リンク（ワ
イヤレスおよび／またはワイヤード）によって接続された２つの同期エンドポイントを示
す。同期エンドポイントＡ　６０２は、知識６０８および１組の変更６０６を含むことが
できる。図５の例と同じく、知識６０８は、変更６０６および以前の変更に関連する変更
ＩＤの集合を含むことができる。同期エンドポイントＡ　６０２は、この例では、同期エ
ンドポイントＡ　６０２で行われた項目に対する変更をさらに含むことができる。変更は
図６ＡではＸと符号が付けられ、Ｘは変更６０６のメンバである。同様に、同期エンドポ
イントＢ　６０４は、知識６１２と、変更６１０の集合と、変更６１０のメンバでありＹ
と符号が付けられた項目に対する変更とを含むことができる。
【００２９】
　例示的には、図６Ｂの動作６２０で、同期エンドポイントＡ　６０２は、Ｘと符号が付
けられた変更Ｘを、同期エンドポイントＢ　６０４に送ることができる。変更Ｘと２つの
別の値を関連付け、変更Ｘと共に送ることができ、その２つの別の値とはすなわち、Ｃｈ
ａｎｇｅＩＤ（Ｘ）と符号が付けられた変更Ｘに関連する変更ＩＤと、変更Ｘが同期エン
ドポイントＡ　６０２に対して行われた時刻に同期エンドポイントＡ　６０２内に存在し
た知識であり、ＫA（Ｘ）と符号が付けられたｍａｄｅ－ｗｉｔｈ－ｋｎｏｗｌｅｄｇｅ
値である（動作６２０）。あるいは、本開示の主題に適合するある実施形態では、ｍａｄ
ｅ－ｗｉｔｈ－ｋｎｏｗｌｅｄｇｅは、変更が送られるときに同期エンドポイント内に存
在した知識でもよい。同期エンドポイントＡ　６０２の現知識６０８を同期エンドポイン
トＢ　６０４に送ることもできる。次いで、同期エンドポイントＢ　６０４は、変更Ｘに
よって変更された項目ＩXを、変更Ｙによって変更された項目ＩYと比較することができる
（動作６２２）。変更Ｘと変更Ｙが異なる項目に対応する場合、競合はない（動作６２４
）。
【００３０】
　変更が同一の項目の異なるバージョンを参照する場合、さらなる解析が、競合の発生を
判定することができる。次いで、同期エンドポイントＢ　６０４は、変更Ｙが同期エンド
ポイントＢ　６０４で行われたときに変更Ｘが同期エンドポイントＢ　６０４にとって既
知であったかどうかを確認するためにチェックすることができる（動作６２６）。変更Ｙ
は、それに関連する変更ＩＤ　ＣｈａｎｇｅＩＤ（Ｙ）およびｍａｄｅ－ｗｉｔｈ－ｋｎ
ｏｗｌｅｄｇｅ値ＫB（Ｙ）を有することができる。ＣｈａｎｇｅＩＤ（Ｘ）が変更Ｙの
ｍａｄｅ－ｗｉｔｈ－ｋｎｏｗｌｅｄｇｅ　ＫB（Ｙ）のメンバである場合、競合はない
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。言い換えれば、同期エンドポイントＡ　６０２で行われた変更Ｘの知識と共に同期エン
ドポイントＢ　６０４で変更Ｙが行われた。したがって、そのとき変更Ｙは、同期エンド
ポイントＡ　６０２およびＢ　６０４についての最新かつ有効なデータを表す。図６Ｂに
示される例では図示していないが、後続の時間に、変更Ｙが同期エンドポイントＡ　６０
２に送られ、変更ＸおよびＹに関連する項目が、図５に記載の方式で同期エンドポイント
Ａ　６０２上で変更Ｙに更新される可能性が高い。
【００３１】
　変更ＸおよびＹが同一の項目に対するものであり、ＣｈａｎｇｅＩＤ（Ｘ）がＫB（Ｙ
）中に現れない場合、変更Ｘが行われたとき変更Ｙが同期エンドポイントＡ　６０２で既
知であったかどうかを確認するためにチェックが行われる（動作６２８）。このことは通
常、ＣｈａｎｇｅＩＤ（Ｙ）として示される変更Ｙについての変更列挙（ｃｈａｎｇｅ　
ｅｎｕｍｅｒａｔｉｏｎ）が、変更Ｘが行われたときの同期エンドポイントＡの知識６０
８　ＫA（Ｘ）内に含まれるかどうかを確認するためにチェックすることによって行われ
る。ＣｈａｎｇｅＩＤ（Ｙ）がＫA（Ｘ）のメンバである場合、変更Ｘが変更Ｙのｍａｄ
ｅ－ｗｉｔｈ－ｋｎｏｗｌｅｄｇｅであったのであり、競合はない（動作６２４）。そう
でない場合、競合が存在すると判定される（動作６３０）。この例では、変更Ｘは、特定
の項目についての最新かつ有効な変更である。したがって、同期エンドポイントＢ　６０
４は、図５に記載の方式で変更Ｘで更新される可能性が高い。
【００３２】
　変更ＸおよびＹが同一の項目に対するものであり、ＣｈａｎｇｅＩＤ（Ｙ）がＫA（Ｘ
）中に現れず、ＣｈａｎｇｅＩＤ（Ｘ）がＫB（Ｙ）中に現れない場合、真の競合が存在
する。言い換えれば、変更Ｘおよび変更Ｙが互いに独立に行われた。この場合、競合が検
出され、様々な競合解決規則を適用して、ＸまたはＹのどちらの変更が最新かつ有効な変
更であるかを判定することができる。そのような規則は、タイムスタンプをチェックして
、どちらの変更が最後に行われたかを判定すること、一定のタイプの同期エンドポイント
（サーバー上に格納された同期エンドポイントなど）を常に優先して競合を解決すること
、および／または任意の他の適切な競合解決を含むことができる。あるいは、競合解決の
一形態では、競合する変更がマージされて新しい変更が形成されるように、競合する変更
を伴う項目を更新することができる。
【００３３】
　図６Ｃは、例えば競合が図６Ｂの動作６３０中に検出されるときの同期エンドポイント
Ｂ　６０４などの同期エンドポイントで行うことができる例示的処理を示す流れ図である
。競合が存在すると判定した後、同期エンドポイントＢ　６０４は、判定した競合を解決
するための競合解決ポリシーまたは規則が存在するかどうかを判定することができる（動
作６３２）。競合解決ポリシーまたは規則が存在すると判定された場合、同期エンドポイ
ントＢ　６０４は、競合解決ポリシーまたは規則に従って競合を解決することができ、同
期エンドポイントＢ　６０４は、図５を参照しながら説明したように、変更を適用するこ
とができる。
【００３４】
　動作６３２で、判定された競合を解決するための競合解決ポリシーまたは規則が存在し
ないと同期エンドポイントＢ　６０４が判定した場合、同期エンドポイントＢ　６０４は
、競合する変更ＸおよびＹを同期エンドポイントＢ　６０４の知識の一部として保存する
ことができ（動作６３８）。後続の時点で、同期エンドポイントＢ　６０４が別の同期エ
ンドポイントと同期するとき、同期エンドポイントＢ　６０４は、競合する変更の知識を
含む同期エンドポイントＢ　６０４の知識を他の同期エンドポイントに送ることができる
。図６Ｃを参照しながら説明したように、他の同期エンドポイントは、競合が存在すると
判定することができ、他の同期エンドポイントが競合を解決するための競合解決ポリシー
または規則を有する場合、競合を解決することができ、または他の同期エンドポイントは
、競合する変更をその知識の一部として保存することができる。
【００３５】
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　次に図７を参照すると、変更ＩＤおよび知識追跡の例示的一実施形態が示されている。
図７は同期エンドポイント７０２を示す。同期エンドポイント７０２は、変更７０６およ
び知識７０８の集合を含むことができる。変更の集合７０６は、この例ではＸ、Ｙ、およ
びＺとして示されるいくつかの個々の変更７１０を含むことができる。図７に示される例
では、同期エンドポイント７０２の知識の現状態が知識ベクトル７１２で示され、この場
合は知識ベクトル７１２はＡ４である。知識ベクトル７１２は、同期エンドポイント７０
２のすべての知識７０８を表すことができる。
【００３６】
　図７にはいくつかの変更ＩＤ　７１４も表されている。図７の例では、同期エンドポイ
ント７０２は、変更７１０に対応する３つの変更後項目７１６　ＩX、ＩY、およびＩZを
含むことができる。変更ＩＤを使用して、変更ＩＤ　Ａ１を有する項目ＩXが、最初に同
期エンドポイント７０２で作成されたことを認識することができる。変更ＩＤ　Ａ２を有
する項目ＩYが、変更ＩXに続く時間に同期エンドポイント７０２で作成された。変更ＩＤ
　Ａ４を有する項目ＩZが、項目ＩYが変更されたときに続く時間に同期エンドポイント７
０２で作成された。Ａ３は、図７には直接的には示されていないが、一例として、Ａ４と
符号が付けられた項目ＩZに対する変更によって置換される変更などの以前の変更に対応
することができる。
【００３７】
　同期エンドポイント７０２の変更ＩＤ　Ａ４と、やはりＡ４と符号が付けられる知識ベ
クトル７１２との間には違いがある。この例では、知識ベクトルＡ４は、知識７０８がＡ
４、Ａ３、Ａ２、およびＡ１と符号が付けられた変更ＩＤに対応する変更を含むことを示
す。言い換えれば、知識ベクトルは、知識ベクトルに等しい変更ＩＤ　７１８で表される
変更、ならびに知識ベクトルで表される変更ＩＤ　７１８の前に行われた同一の同期エン
ドポイントＩＤを有するすべての変更を含むことができる。一方、この例では、Ａ４と符
号が付けられた変更ＩＤ　７１８は、項目ＩZに対して行われた変更Ｚのみを表す。
【００３８】
　変更が特定の同期エンドポイントに追加されるとき、変更ＩＤを例外として例外リスト
に追加することができる。例外リストに含まれる同期エンドポイントからの連続する変更
のバージョンが受諾され、同期エンドポイントの知識ベクトルと組み合わせたときにバー
ジョン数のギャップがない場合に、例外リストを知識ベクトルにマージすることができる
。このことを図８を参照しながらさらに説明する。
【００３９】
　次に図８を参照すると、いくつかの同期エンドポイントを含むトポロジ内で同期する２
つの同期エンドポイントの一例が示されている。同期エンドポイントＡ　８０２は１組の
変更８０４、知識８０６、および知識８０６の簡略表現である知識ベクトル８０８を含む
。例示的には、同期エンドポイントＡ　８０２の知識ベクトル８０８　Ａ５Ｂ３Ｃ１Ｄ８
は、同期エンドポイントＡの知識８０６が同期エンドポイントＡ　８０２の第５変更まで
に行われた変更と、同期エンドポイントＢ　８１０の第３の変更までの知識と、同期エン
ドポイントＣの第１の変更までの知識と、同期エンドポイントＤの第８変更までの知識と
を含むことを示す。図８の例では、同期エンドポイントＢ　８１０は、１組の変更８１２
と、同期エンドポイントＢの知識８１４の少なくとも一部の簡略表現である知識ベクトル
８１６および例外リスト８１７を含む知識８１４とを含む。同期エンドポイントＢの知識
ベクトル８１６　Ａ３Ｂ３Ｃ３Ｄ８は、同期エンドポイントＢ　８０２が同期エンドポイ
ントＡ　８１０によって行われた第３の変更までの知識、同期エンドポイントＢ　８１０
によって行われた第３の変更までの知識、同期エンドポイントＣによって行われた第３の
変更までの知識、および同期エンドポイントＤによって行われた第８変更までの知識を含
む知識を有することを示す。上述の知識ベクトルは、同期エンドポイントによって行われ
た第１の変更からある後続の変更までの変更列挙の連続的表現を含むことができる。例外
リスト８１７は、同期エンドポイントＣによって行われた第４変更、同期エンドポイント
Ｃによって行われた第５変更、および同期エンドポイントＤによって行われた第９変更を
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含む。この例では、同期エンドポイントＣからの第４変更Ｃ４、および同期エンドポイン
トＤからの第９変更Ｄ９は、同一のデータ項目に対する競合する変更を含む。すなわち、
変更Ｃ４およびＤ９は、受諾されていない変更であり、同期エンドポイントＣと同期エン
ドポイントＤの間の遅延された競合解決の結果である。変更Ｃ４およびＤ９は受諾されて
いないので、変更Ｃ４およびＤ９を同期エンドポイントＢ　８１０の知識ベクトル８１６
にマージすることはできない。さらに、変更Ｃ４を知識ベクトル８１６にマージすること
ができないので、同期エンドポイントＣからの、例えばＣ５などの後の変更も、知識ベク
トル８１６にマージすることはできない。
【００４０】
　同期エンドポイントＡ　８０２の同期エンドポイントＢ　８１０との同期の時間図が、
図８に示されている。（１）の時点で、同期エンドポイントＡ　８０２は、同期エンドポ
イントＡの知識ベクトル８０８で表すことのできる同期エンドポイントＡの知識８０６と
共に、同期要求８１８を同期エンドポイントＢ　８１０に送る。この例ではそうではない
が、同期エンドポイントＡ　８０２が例外リストを含む場合、例外リストが同期エンドポ
イントＡの知識８０６と共に含められる。さらに、ある実施形態では、同期エンドポイン
トＡ　８０２は、別々の同期要求を送ることができない。そのような実施形態では、同期
エンドポイントＡ　８０２は、同期要求としても機能することのできる知識８０６を送る
ことができる。
【００４１】
　（２）の時点で、同期エンドポイントＢ　８１０は、同期エンドポイントＡの知識８０
６を同期エンドポイントＢの変更に関連する変更ＩＤと比較することによって同期エンド
ポイントＡの知識８０６を検査する。同期エンドポイントＢ　８１０は、同期エンドポイ
ントＡ　８０２が変更ＩＤ　Ｃ２およびＣ３と符号を付けられた同期エンドポイントＣに
よって行われた変更を認識していないことを発見することができる。さらに、同期エンド
ポイントＢ　８１０は、同期エンドポイントＡ　８０２が同期エンドポイントＢの例外リ
スト８１７からの変更Ｃ４、Ｃ５、およびＤ９を認識していないことを発見することがで
きる。したがって、同期エンドポイントＢ　８１０は、こうした変更ＩＤで符号を付けら
れた変更が同期エンドポイントＢ　８１０内の項目に適用可能な最新の変更と考えられる
限り、こうした変更ＩＤに対応する同期エンドポイントＢの変更を送ることができる。変
更ＩＤが以前の古い変更に対応する場合、そのＩＤに対応する変更は送られない。例えば
、バージョンＣ３を有した項目が更新され、新しいバージョンが割り当てられた場合、Ｃ
３に関連する変更は同期エンドポイントＢ　８１０内にもはや存在せず、同期エンドポイ
ントＡ　８０２に送られない。その後で、または同時に、（３）の時点で示されるように
、同期エンドポイントＢ　８１０は、知識ベクトル８１６および例外リスト８１７として
表現することのできる同期エンドポイントＢの知識８１４を同期エンドポイントＡ　８０
２に送ることができる。（３）の時点で同期エンドポイントＢ　８１０によって知識８１
４を送ることは、ある実施形態では同期要求を送ることと同等とみなすことができる。
【００４２】
　（４）の時点で、同期エンドポイントＡ　８０２は、同期エンドポイントＢ　８１０に
よって送られた知識８１４を、同期エンドポイントＡ　８０２の変更に対応する変更ＩＤ
と比較することによって知識８１４を検査する。同期エンドポイントＡ　８０２は、同期
エンドポイントＢ　８１０が変更ＩＤ　Ａ４およびＡ５によって表される変更のどちらも
有さず、またはそうした変更についての知識のどちらも有さないことを発見する。したが
って、同期エンドポイントＡ　８０２は、そうした変更ＩＤに対応する最新の変更が同期
エンドポイントＡの変更８０４内または例外リスト（この例では存在しない）内に存在す
る場合にそれを送る（変更ＩＤが古い変更を表し、それによって変更が送られないときを
除く）。変更が受諾され、変更が１つまたは複数の未解決の競合に関連する変更ではない
場合、その後で、同期エンドポイントＡ　８０２は、すべての変更が送られ、それによっ
て同期エンドポイントＡ　８０２および同期エンドポイントＢ　８１０は今やその知識ベ
クトル８０８および８１６を最新の変更を含むようにそれぞれ更新することができること
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を示すメッセージを同期エンドポイントＢ　８１０に送ることができる。図８の（５）の
時点で示されるように、同期エンドポイントＡの知識は、同期エンドポイントＢの知識ベ
クトルと等しく、同期エンドポイントＡ　８０２によって行われた第５変更列挙までのす
べての変更、同期エンドポイントＢによって行われた第３の変更列挙までのすべての変更
、同期エンドポイントＣによって行われた第３の変更列挙までのすべての変更、同期エン
ドポイントＤによって行われた第８変更列挙までのすべての変更を含む知識ベクトルＡ５
Ｂ３Ｃ３Ｄ８、ならびに例外リストに格納された変更Ｃ４、Ｃ５、およびＤ９を含む。こ
の例では、変更Ｃ４およびＤ９は、同期エンドポイントＣとＤの間の競合に関する情報を
含むことに留意されたい。
【００４３】
　図９は、図８に示されるような同期に続いて知識を更新する方法を示す。具体的には、
図９は、同期エンドポイントＡ　８０２上に格納された例外リスト９０２と、同期エンド
ポイントＢ　８１０内に格納された例外リスト９０３とを使用して知識ベクトルを更新す
る方法を示す。同期エンドポイント間で変更が送られるとき、変更に関連する変更ＩＤと
共に変更が送られる。変更が同期エンドポイントに追加されるとき、変更ＩＤを例外リス
ト９０２または９０３に例外として追加することができる。図９で同期エンドポイントＡ
　８０２についての知識を検査して、知識は、知識ベクトル８０８および例外リスト９０
２を含み、例外リスト９０２は、同期エンドポイントＢ　８１０から受信された例外Ｃ２
、Ｃ３、Ｃ４、Ｃ５、およびＤ９を含む。この例では、変更Ｃ４およびＤ９は、同一のデ
ータ項目に対する変更に関係し、変更Ｃ４および変更Ｄ９に関連するｍａｄｅ－ｗｉｔｈ
－ｋｎｏｗｌｅｄｇｅは、それぞれの変更が同一のデータ項目に対する競合する変更の知
識なしに行われたことを示す。この例では、例外リスト９０２の変更Ｃ２およびＣ３は競
合データを有さず、変更Ｃ２およびＣ３を同期エンドポイントＡ　８０２のデータに適用
することができる。したがって、次いで変更Ｃ２およびＣ３を例外リスト９０２から除去
することができ、知識ベクトル８０８を更新して、更新後の知識９０４を提供することが
でき、更新後の知識９０４は、同期エンドポイントＡ　８０２が同期エンドポイントＡ　
８０２からの第５変更までのすべての変更と、同期エンドポイントＢからの第３の変更ま
でのすべての変更と、同期エンドポイントＣからの第３の変更までのすべての変更と、同
期エンドポイントＤからの第８変更までのすべての変更とを適用したことを示す知識ベク
トルを含むことができる。更新後の知識９０４は、変更Ｃ４、Ｃ５、およびＤ９を有する
例外リストも含むことができる。この例では、変更Ｃ４およびＤ９は、競合する変更であ
り、Ｃ５は、適用することのできる同期エンドポイントＣからの変更である。
【００４４】
　同期エンドポイントＢ　８１０に関して、同期エンドポイントＡ　８０２から受信され
た変更Ａ４およびＡ５を例外リスト９０３に追加することができる。変更Ｃ４、Ｃ５、お
よびＤ９が既に例外リストに含まれていることがあり、それらは、同期エンドポイントＡ
　８０２と同期する前に同期エンドポイントＢ　８１０で既知の知識８１６の一部である
。同期エンドポイントＡ　８０２と同期した後、更新後知識９０６は、同期エンドポイン
トＡ　８０２からの第５変更までと、同期エンドポイントＢ　８１０からの第３の変更ま
でと、同期エンドポイントＣからの第３の変更までと、同期エンドポイントＤからの第８
変更までとが同期エンドポイントＢ　８１０のデータに適用されていることを示す知識ベ
クトルＡ５Ｂ３Ｃ３Ｄ８を含むことができる。知識９０６は、変更Ｃ４、Ｃ５、およびＤ
９を有する例外リストをさらに含むことができる。この例では、Ｃ４およびＤ９は、適用
されていない競合する変更であり、Ｃ５は、同期エンドポイントＢ　８１０のデータに適
用することのできる、同期エンドポイントＣからの第５変更である。
【００４５】
　図８および９に示される例では、別の同期エンドポイントからの競合の知識を伝播させ
ることができ、同期エンドポイントＡ８０２およびＢ８１０は、競合の知識を維持するこ
とができ、後続の同期中にその知識をさらに伝播させることができる。同期エンドポイン
トが解決ポリシーまたは規則を含む場合、競合の知識を受け取る同期エンドポイントは競



(16) JP 5060566 B2 2012.10.31

10

20

30

40

50

合を解決することができる。
【００４６】
　図１０は、２つの同期エンドポイントの同期の別の例を示す。同期エンドポイントＡ　
１００２は、１組の変更１００４、知識１００６、および知識１００６の簡略表現である
知識ベクトル１００８を含む。同期エンドポイントＡ　１００２の知識ベクトル１００８
　Ａ５Ｂ３Ｃ５Ｄ９は、同期エンドポイントＡの知識１００６が同期エンドポイントＡ　
１００２で行われた第５変更までの変更と、同期エンドポイントＢ　１０１０の第３の変
更までの知識と、同期エンドポイントＣの第５変更までの知識と、同期エンドポイントＤ
の第９変更までの知識とを含むことを示す。図１０の例では、同期エンドポイントＢ　１
０１０は、１組の変更１０１２と、同期エンドポイントＢの知識１０１４の少なくとも一
部の簡略表現である知識ベクトル１０１６および例外リスト１０１７を含む知識１０１４
とを含む。同期エンドポイントＢの知識ベクトル１０１６　Ａ３Ｂ４Ｃ３Ｄ８は、同期エ
ンドポイントＢが同期エンドポイントＡ　１００２によって行われた第３の変更までの知
識と、同期エンドポイントＢ　１０１０によって行われた第４変更までの知識と、同期エ
ンドポイントＣによって行われた第３の変更までの知識と、同期エンドポイントＤによっ
て行われた第８変更までの知識とを含む知識を有することを示す。例外リスト１０１７は
、同期エンドポイントＣによって行われた第４変更と、同期エンドポイントＣによって行
われた第５変更と、同期エンドポイントＤによって行われた第９変更とを含む。この例で
は、同期エンドポイントＣからの第４変更Ｃ４と、同期エンドポイントＤからの第９変更
Ｄ９とが、同一のデータ項目に対する競合する変更を含む。すなわち、変更Ｃ４およびＤ
９は、受諾されておらず、同期エンドポイントＣと同期エンドポイントＤの間の競合解決
の遅延の結果である変更である。変更Ｃ４およびＤ９が受諾されていないので、変更Ｃ４
およびＤ９を同期エンドポイントＢ　１０１０の知識ベクトル１０１６にマージすること
はできない。さらに、変更Ｃ４を知識ベクトル１０１６にマージすることができないので
、同期エンドポイントＣからの、例えばＣ５などの後の変更も、知識ベクトル１０１６に
マージすることはできない。
【００４７】
　同期エンドポイントＡ　１００２の同期エンドポイントＢ　１０１０との同期の時間図
が、図１０に示されている。（１）の時点で、同期エンドポイントＡ　１００２は、同期
エンドポイントＡの知識ベクトル１００８で表すことのできる同期エンドポイントＡの知
識１００６と共に、同期要求１０１８を同期エンドポイントＢ　１０１０に送ることがで
きる。この例ではそうではないが、同期エンドポイントＡ　８０２が例外リストを含む場
合、例外リストが同期エンドポイントＡの知識１００６と共に含められる。前述のように
、ある実施形態では、同期エンドポイントＡ　１００２は、別々の同期要求を送ることが
できない。そのような実施形態では、同期エンドポイントＡ　１００２は、同期要求とし
ても機能することのできる知識１００６を送ることができる。
【００４８】
　（２）の時点で、同期エンドポイントＢ　１０１０は、同期エンドポイントＡの知識１
００６を同期エンドポイントＢ　１０１０の変更に関連する変更ＩＤと比較することによ
って同期エンドポイントＡの知識１００６を検査することができる。同期エンドポイント
Ｂ　１０１０は、同期エンドポイントＡ　１００２が変更ＩＤ　Ｂ４と符号を付けられた
同期エンドポイントＢによって行われた変更を認識していないことを発見することができ
る。したがって、同期エンドポイントＢ　１０１０は、変更ＩＤ　Ｂ４に対応する同期エ
ンドポイントＢの変更が同期エンドポイントＢ　１０１０内の項目に適用可能な最新の変
更と考えられる限り、その変更を送ることができる。変更ＩＤが以前の古い変更に対応す
る場合、ＩＤに対応する変更は送られない。その後で、または同時に、（３）の時点に示
されるように、同期エンドポイントＢ　１０１０は、知識ベクトル１０１６および例外リ
スト１０１７として表現することのできる同期エンドポイントＢの知識１０１４を同期エ
ンドポイントＡ　１００２に送ることができる。（３）の時点で同期エンドポイントＢ　
１０１０によって知識１０１４を送ることは、ある実施形態では同期要求を送ることと同
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等とみなすことができる。
【００４９】
　（４）の時点で、同期エンドポイントＡ　１００２は、同期エンドポイントＢ　１０１
０によって送られた知識１０１４を、同期エンドポイントＡ　８０２の変更に対応する変
更ＩＤと比較することによって知識１０１４を検査することができる。同期エンドポイン
トＡ　８０２は、同期エンドポイントＢ　８１０が、変更ＩＤ　Ａ４およびＡ５によって
表される変更、またはそうした変更についての知識のどちらも有さないことを発見するこ
とができる。したがって、同期エンドポイントＡ　１００２は、そうした変更ＩＤに対応
する最新の変更が同期エンドポイントＡの変更１００４内または例外リスト（この例では
存在しない）内に存在する場合にそれを送ることができる（変更ＩＤが古い変更を表し、
それによって変更が送られないときを除く）。
【００５０】
　この例では、変更ＩＤ　Ａ５によって表される変更は、変更ＩＤ　Ｃ４およびＤ９によ
って表される変更が行うのと同一のデータ項目を変更する。したがって、同期エンドポイ
ントＢ　１０１０が変更ＩＤ　Ａ５によって表される変更に関する情報を受け取ったとき
、同期エンドポイントＢ　１０１０は、変更Ａ５、Ｃ４、およびＤ９の間に潜在的な競合
が存在すると判定することができる。しかし、この例では、変更ＩＤ　Ａ５に対応するｍ
ａｄｅ－ｗｉｔｈ－ｋｎｏｗｌｅｄｇｅは、変更ＩＤ　Ａ５によって表される変更が、変
更ＩＤ　Ｃ４およびＤ９によって表される変更の知識と共に行われたことを示す。したが
って、この例では、変更ＩＤ　Ａ５によって表される変更は、変更ＩＤ　Ｃ４およびＤ９
によって表される競合に対する解決である。
【００５１】
　変更が受諾され、変更が１つまたは複数の未解決の競合に関連する変更ではない場合、
その後で、同期エンドポイントＡ　１００２は、すべての変更が送られ、それによって同
期エンドポイントＡ　１００２および同期エンドポイントＢ　１０１０がその知識ベクト
ル１００８および１０１６を最新の変更を含むようにそれぞれ更新することができること
を示すメッセージを同期エンドポイントＢ　１０１０に送ることができる。図１０の（５
）の時点で示されるように、同期エンドポイントＡの知識は、知識ベクトルＡ５Ｂ４Ｃ５
Ｄ９を含み、知識ベクトルＡ５Ｂ４Ｃ５Ｄ９は、同期エンドポイントＢの知識ベクトルと
等しく、同期エンドポイントＡ　１００２によって行われた第５変更列挙までのすべての
変更と、同期エンドポイントＢによって行われた第４変更列挙までのすべての変更と、同
期エンドポイントＣによって行われた第５変更列挙までのすべての変更と、同期エンドポ
イントＤによって行われた第９変更列挙までのすべての変更とを含む。
【００５２】
　図１１は、図１０に示されるような同期に続いて知識を更新する方法を示す。具体的に
は、図１１は、同期エンドポイントＡ　１００２上に格納された例外リスト１１０２と、
同期エンドポイントＢ　１０１０上に格納された例外リスト１１０３とを使用して知識ベ
クトルを更新する方法を示す。同期エンドポイント間で変更が送られるとき、変更に関連
する変更ＩＤと共に変更を送ることができる。変更が同期エンドポイントに追加されると
き、変更ＩＤを例外リスト１１０２に例外として追加することができる。図１１で同期エ
ンドポイントＡ　１００２についての知識を検査して、知識は、知識ベクトル１００８お
よび例外リスト１１０２を含み、例外リスト１１０２は、同期エンドポイントＢ　８１０
から受信された例外Ｂ４を含む。この例では、例外リスト１１０２の変更Ｂ４は、競合す
るデータを有さず、変更Ｂ４を同期エンドポイントＡ　１００２のデータに適用すること
ができる。したがって、次いで変更Ｂ４を例外リスト１１０２から除去することができ、
知識ベクトル１００８を更新して、更新後の知識１１０４を提供することができ、更新後
の知識１１０４は、同期エンドポイントＡ　８０２が同期エンドポイントＡ　８０２から
の第５変更までのすべての変更と、同期エンドポイントＢからの第４変更までのすべての
変更と、同期エンドポイントＣからの第５変更までのすべての変更と、同期エンドポイン
トＤからの第９変更までのすべての変更とを適用したことを示す知識ベクトルを含むこと
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ができる。
【００５３】
　同期エンドポイントＢ　８１０に関して、同期エンドポイントＡ　１００２から受信さ
れた変更Ａ４およびＡ５を例外リスト１１０３に追加することができる。変更Ｃ４、Ｃ５
、およびＤ９が既に例外リストに含まれていることがあり、それらは、同期エンドポイン
トＡ　１００２と同期する前に同期エンドポイントＢ　１０１０にとって既知の知識１０
１６の一部でよい。同期エンドポイントＡ　１００２と同期した後、更新後知識１１０６
は、同期エンドポイントＡ　８０２からの第５変更までと、同期エンドポイントＢ　８１
０からの第４変更までと、同期エンドポイントＣからの第５変更までと、同期エンドポイ
ントＤからの第９変更までとが同期エンドポイントＢ　８１０のデータに適用されている
ことを示す知識ベクトルＡ５Ｂ４Ｃ５Ｄ９を含むことができる。したがって、この例では
、同一のデータ項目に対する変更が未解決の競合の知識と共に行われたとき、その変更を
受け取ることにより、変更ＩＤ　Ｃ４およびＤ９によって表される競合を解決することが
できる。
【００５４】
　図１２は、２つの同期エンドポイントの同期のさらに別の例を示す。同期エンドポイン
トＡ　１２０２は、１組の変更１２０４、知識１２０６、および知識１２０６の簡略表現
である知識ベクトル１２０８を含む。同期エンドポイントＡ　１２０２の知識ベクトル１
２０８　Ａ５Ｂ３Ｃ３Ｄ８は、同期エンドポイントＡの知識１２０６が同期エンドポイン
トＡ　１２０２で行われた第５変更までの変更と、同期エンドポイントＢ　１０１０の第
３の変更までの知識と、同期エンドポイントＣの第３の変更までの知識と、同期エンドポ
イントＤの第８変更までの知識とを含むことを示す。図１２の例では、同期エンドポイン
トＢ　１２１０は、１組の変更１２１２と、同期エンドポイントＢの知識１２１４の少な
くとも一部の簡略表現である知識ベクトル１２１６および例外リスト１２１７を含む知識
１２１４とを含む。同期エンドポイントＢの知識ベクトル１２１６　Ａ３Ｂ４Ｃ３Ｄ８は
、同期エンドポイントＢが同期エンドポイントＡ　１２０２によって行われた第３の変更
までの知識と、同期エンドポイントＢ　１２１０によって行われた第４変更までの知識と
、同期エンドポイントＣによって行われた第３の変更までの知識と、同期エンドポイント
Ｄによって行われた第８変更までの知識とを含む知識を有することを示す。例外リスト１
２１７は、同期エンドポイントＣによって行われた第４変更と、同期エンドポイントＣに
よって行われた第５変更と、同期エンドポイントＤによって行われた第９変更とを含む。
この例では、同期エンドポイントＣからの第４変更Ｃ４と、同期エンドポイントＤからの
第９変更Ｄ９とが、同一のデータ項目に対する競合する変更を含む。すなわち、変更Ｃ４
およびＤ９は、受諾されておらず、同期エンドポイントＣと同期エンドポイントＤの間の
競合解決の遅延の結果である変更である。変更Ｃ４およびＤ９が受諾されていないので、
変更Ｃ４およびＤ９を同期エンドポイントＢ　１２１０の知識ベクトル１２１６にマージ
することはできない。さらに、変更Ｃ４を知識ベクトル１２１６にマージすることができ
ないので、同期エンドポイントＣからの、例えばＣ５などの後の変更も、知識ベクトル１
２１６にマージすることはできない。
【００５５】
　同期エンドポイントＡ　１２０２の同期エンドポイントＢ　１２１０との同期の時間図
が、図１２に示されている。（１）の時点で、同期エンドポイントＡ　１２０２は、同期
エンドポイントＡの知識ベクトル１２０８で表すことのできる同期エンドポイントＡの知
識１２０６と共に、同期要求１２１８を同期エンドポイントＢ　１２１０に送ることがで
きる。この例ではそうではないが、同期エンドポイントＡ　１２０２が例外リストを含む
場合、例外リストが同期エンドポイントＡの知識１２０６と共に含められる。前述のよう
に、ある実施形態では、同期エンドポイントＡ　１２０２は、別々の同期要求を送ること
ができない。そのような実施形態では、同期エンドポイントＡ　１２０２は、同期要求と
しても機能することのできる知識１２０６を送ることができる。
【００５６】
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　（２）の時点で、同期エンドポイントＢ　１２１０は、同期エンドポイントＡの知識１
２０６を同期エンドポイントＢ　１２１０の変更に関連する変更ＩＤと比較することによ
って同期エンドポイントＡの知識１２０６を検査することができる。同期エンドポイント
Ｂ　１２１０は、同期エンドポイントＡ　１２０２が変更ＩＤ　Ｂ４、Ｃ４、Ｃ５、およ
びＤ９と符号を付けられた同期エンドポイントＢによって行われた変更を認識していない
ことを発見することができる。したがって、同期エンドポイントＢ　１２１０は、変更Ｉ
Ｄ　Ｂ４、Ｃ４、Ｃ５、およびＤ９に対応する同期エンドポイントＢの変更が最新である
と考えられる限り、その変更を送ることができる。変更ＩＤが以前の古い変更に対応する
場合、その変更ＩＤに対応する変更は送られない。その後で、または同時に、（３）の時
点で示されるように、同期エンドポイントＢ　１２１０は、知識ベクトル１２１６および
例外リスト１２１７として表現することのできる同期エンドポイントＢの知識１２１４を
同期エンドポイントＡ　１２０２に送ることができる。（３）の時点で同期エンドポイン
トＢ　１０１０によって知識１２１４を送ることは、ある実施形態では同期要求を送るこ
とと同等とみなすことができる。
【００５７】
　（４）の時点で、同期エンドポイントＡ　１２０２は、同期エンドポイントＢ　１０１
０によって送られた知識１２１４を、同期エンドポイントＡ　１２０２の変更に対応する
変更ＩＤと比較することによって知識１２１４を検査することができる。同期エンドポイ
ントＡ　１２０２は、同期エンドポイントＢ　１２１０が変更ＩＤ　Ａ４およびＡ５によ
って表される変更のどちらの知識も有さないことを発見することができる。したがって、
同期エンドポイントＡ　１２０２は、そうした変更ＩＤに対応する最新の変更が同期エン
ドポイントＡの変更１２０４内または例外リスト（この例では存在しない）内に存在する
場合にそれらの最新の変更を送ることができる（変更ＩＤが古い変更を表し、それによっ
て変更が送られないときを除く）。
【００５８】
　この例では、変更ＩＤ　Ａ５によって表される変更は、変更ＩＤ　Ｃ４およびＤ９によ
って表される変更が行うのと同一のデータ項目を変更する。したがって、同期エンドポイ
ントＢ　１２１０が変更ＩＤ　Ａ５によって表される変更に関する情報を受け取ったとき
、同期エンドポイントＢ　１０１０は、変更Ａ５、Ｃ４、およびＤ９の間に潜在的な競合
が存在すると判定することができる。この例では、変更ＩＤ　Ａ５に対応するｍａｄｅ－
ｗｉｔｈ－ｋｎｏｗｌｅｄｇｅは、変更ＩＤ　Ａ５によって表される変更が、変更ＩＤ　
Ｃ４およびＤ９によって表される変更の知識なしに行われたことを示す。さらに、変更Ｉ
Ｄ　Ｃ４およびＤ９に対応するｍａｄｅ－ｗｉｔｈ－ｋｎｏｗｌｅｄｇｅは、変更ＩＤ　
Ｃ４およびＤ９によって表される変更が、変更ＩＤ　Ａ５によって表される変更の知識な
しに行われたことを示す。したがって、この例では、変更ＩＤ　Ａ５によって表される変
更は、変更ＩＤ　Ｃ４およびＤ９によって表される変更と同じデータ項目を含む追加の競
合である。
【００５９】
　変更が受諾され、変更が１つまたは複数の未解決の競合に関連する変更ではない場合、
その後で、同期エンドポイントＡ　１２０２は、すべての変更が送られ、それによって同
期エンドポイントＡ　１２０２および同期エンドポイントＢ　１２１０はその知識ベクト
ル１２０８および１２１６を最新の変更を含むようにそれぞれ更新することができること
を示すメッセージを同期エンドポイントＢ　１２１０に送ることができる。図１２の（５
）の時点で示されるように、同期エンドポイントＡの知識は、知識ベクトルＡ４Ｂ４Ｃ３
Ｄ８を含み、知識ベクトルＡ４Ｂ４Ｃ３Ｄ８は、同期エンドポイントＢの知識ベクトルと
等しく、同期エンドポイントＡ　１２０２によって行われた第４変更列挙までのすべての
変更と、同期エンドポイントＢによって行われた第４変更列挙までのすべての変更と、同
期エンドポイントＣによって行われた第３の変更列挙までのすべての変更と、同期エンド
ポイントＤによって行われた第８変更列挙までのすべての変更とを含む。さらに、同期エ
ンドポイントＡ　１２０２および同期エンドポイントＢ　１２１０は、それぞれの知識内
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に例外リスト（Ａ５、Ｃ４、Ｃ５、Ｄ９）を含む。この例では、Ａ５、Ｃ４、およびＤ９
は、同一のデータ項目に対する未解決の競合する変更を表す。同期エンドポイントＡ　１
２０２によって以前に受諾された、変更ＩＤ　Ａ４に対応する変更を、判定された競合の
ために受諾しないことができ、同期エンドポイントＡの知識１４０６に含まれる例外リス
トに追加することができる。
【００６０】
　図１３は、図１２に示されるような同期に続いて知識を更新する方法を示す。具体的に
は、図１３は、同期エンドポイントＡ　１２０２上に格納された例外リスト１３０２と、
同期エンドポイントＢ　１２１０上に格納された例外リスト１３０３とを使用して知識ベ
クトルを更新する方法を示す。同期エンドポイント間で変更が送られるとき、変更に関連
する変更ＩＤと共に変更を送ることができる。変更が同期エンドポイントＡ　１２０２な
どの同期エンドポイントに追加されるとき、変更ＩＤを例外リスト１３０２に例外として
追加することができる。図１３で同期エンドポイントＡ　１２０２についての知識を検査
して、知識は、知識ベクトル１２０８および例外リスト１３０２を含み、例外リスト１３
０２は、同期エンドポイントＢ　１２１０から受信された例外Ｂ４、Ｃ４、Ｃ５、および
Ｄ９を含むことができる。例外リスト１３０２の変更ＩＤ　Ｂ４によって表される変更は
、この例では、競合する変更を有さず、同期エンドポイントＡ　１２０２のデータに適用
することができる。しかし、変更ＩＤ　Ｃ４およびＤ９に関連する変更は、競合するデー
タを有し、その変更をデータ同期エンドポイントＡ　１２０２に適用することができない
。したがって、次いで変更ＩＤ　Ｂ４を例外リスト１３０２から除去することができ、知
識ベクトル１２０８を更新して、更新後の知識１３０４を提供することができ、更新後の
知識１３０４は、同期エンドポイントＡ　１２０２が同期エンドポイントＡ　１２０２か
らの第４変更までの変更と、同期エンドポイントＢからの第４変更までのすべての変更と
、同期エンドポイントＣからの第３の変更までのすべての変更と、同期エンドポイントＤ
からの第８変更までのすべての変更とを適用したことを示す知識ベクトルを含むことがで
きる。知識１３０４はまた、例外Ａ５、Ｃ４、Ｃ５、およびＤ９をも含むことができ、変
更ＩＤ　Ａ５、Ｃ４、およびＤ９によって表される変更が、同一のデータ項目に対する競
合する変更を有する。この例では、変更ＩＤ　Ａ５に関連する変更が競合の一部であるの
で、変更を同期エンドポイントＡ　１２０２で受諾しないことができ、変更を表す変更Ｉ
Ｄ　Ａ５を、知識１３０４に含まれる例外リストに追加することができる。
【００６１】
　同期エンドポイントＢ　１２１０に関して、同期エンドポイントＡ　１２０２から受け
取った変更Ａ４およびＡ５を、例外リスト１３０３に追加することができる。変更Ｃ４、
Ｃ５、およびＤ９が既に例外リストに含まれていることがあり、それらは、同期エンドポ
イントＡ　１２０２と同期する前に同期エンドポイントＢ　１２１０にとって既知の知識
１２１６の一部でよい。同期エンドポイントＡ　１２０２と同期した後、更新後知識１３
０６は、同期エンドポイントＡ　１２０２からの第４変更までと、同期エンドポイントＢ
　１２１０からの第４変更までと、同期エンドポイントＣからの第３の変更までと、同期
エンドポイントＤからの第８変更までとが同期エンドポイントＢ　１２１０のデータに適
用されていることを示す知識ベクトルＡ４Ｂ４Ｃ３Ｄ８を含むことができる。更新後知識
１３０６は、変更ＩＤ　Ａ５、Ｃ４、Ｃ５、およびＤ９に対応する例外をさらに含むこと
ができ、変更ＩＤ　Ａ５、Ｃ４、およびＤ９によって表される変更が、同一のデータ項目
に対する競合する変更である。したがって、この例では、同一のデータ項目に対する複数
の競合する変更を示す情報を、他の同期エンドポイントに伝播させることができる。
【００６２】
　結論
　構造的特徴および／または方法動作に特有の術語で主題を説明したが、添付の特許請求
の範囲での主題は必ずしも上述の特定の特徴または動作に限定されないことを理解された
い。むしろ、上述の特定の特徴および動作は、特許請求の範囲を実装する例示的形態とし
て開示される。
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【００６３】
　上記の説明は特定の詳細を含むことがあるが、それを何らかの形で特許請求の範囲を限
定するものとして解釈すべきではない。記載の実施形態の他の構成は、本開示の範囲の一
部である。さらに、本開示の主題に適合する実装は、記載のものよりも多くの動作または
少ない動作を有することができ、あるいは示されるものとは異なる順序で動作を実装する
ことができる。したがって、与えられたどんな特定の例でもなく、添付の特許請求の範囲
およびその法的均等物のみが本発明を定義する。

【図１】 【図２】

【図３】
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